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注 意 事 項

1.こ の試験では,こ の問題冊子のほかに,解答用紙 3種類 (そ の 1,その 2,

その3)を配付します。

2 問題冊子および解答用紙は,試験開始の合図があるまで開かないでくださ

3 問題は4～ 5ベージに記載されています。試験中に問題冊子の印刷不鮮明,

ベージの落丁,乱丁および解答用紙の汚れに気付いた場合は,手を挙げて監

督員に知らせてください。

4.すべての解答用紙の所定欄 (各 2か所)に受験番号および氏名を記入してく

ださい。

5 解答はすべて解答用紙の所定l10に ,黒鉛筆 (HB)ま たはシャープペンシル

(HB)で記入してください。

6 下書きは問題冊子の余白を使用してください。

7 問題冊子は持ち帰ってください。

8 解答用紙は必ず提出してください。
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このベージは下書きに使用 してよい。
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[Il ″ν―平面上の放物線 υ=″
2を θ とする。 以下の間に答えよ。

(1)σ 上の点 (α ,α
2)における 0の法線の方程式を求めよ。

(2)点 (1,2)を通る Cの法線の数を求めよ。

(3)点 (ι,t+)を通る σの法線の数が 2と なるための ιに文寸する条イ牛を求

めよ。

[Ⅱ ]  ″ν―平面■1の 円 θ :′ +ν
2=1の 内倶1を 斗イ蚤

:の
円 Dが θ lこ苺そしながら

すべらずに転がる。時刻 ιにおいて
'は

点 (cos t,Sin t)で θ に接 していると

する。つ の周上の点 Pの軌跡について考える。ある時刻 t。 において点 Pが

(:,名う
にあり,つ の中′しヽが第 2象限にあるとする。以下の間に答えよ。

(1)時刻 ιOに おける つ の中心の座標を求めよ。

(2)第 1象限において,点 Pが 0上にあるときの Pの座標を求めよ。

(3)点 Pの軌跡を
“
υ平面上に図示せよ。

田 ∫0=字 とする。以下の間に答えよ。
(1)ν =∫ (″ )の グラフの概形を次の点に注意して描け:∫ (a)の増減,グラフ

の凹凸,α → +0,″ →∞ のときの∫(″)の挙動。

(2)れ を自然数とする。た=1,2,… ,η に対して″がθ早 ≦″≦θ骨を動く

ときの∫(″)の最大値を■4た ,最小値をれたとし,

42=Σ鴫ぽ―θ早),

た=1

32=Σれたば―e早 )

ん=1

とおく。Aη ,3.を求めよ。

③融‰スηおよび虐乳現を求めよ。

(4)各 れに対して Bη く
/°

ズω)d″ <スπであることを示せ。
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[Ⅳ] ″ν平面上の原点をoと し,楕円
≠

+手 =1(α >b>0)を Eと する。E
上の点 P(s,ι )におけるEの法線と″軸との交点をQと する。点 Pが s>0,

ι>0の範囲を動くとき,∠OPQが最大になる点Pを 求めよ。

[VI  四面4本 OABC Iこ おいて OA=BC=2,OB=3,OC=AB=4,AC=2ν π

である。また,ご =砿,5=硫 ,;=こるとする。以下の間に答えよ。

(1)内積[風 」巧, ;ら を求めよ。

(2)△OABを 含む平面を〃 とする。∬ 上の点 Pで直線 PCと 〃 が直交す

るものをとる。このとき,OP=,こ十υbと なるπ,ν を求めよ。

(3)平面 ″ を直線 OA,AB,BOで右

図のように7つの領域ア,イ ,ウ ,

工,オ ,力 ,キ にわける。点 Pは
どの領域に入るか答えよ。

(4)辺 ABで △ABCと △OABの なす角は鋭角になるか,直角になるか,そ
れとも鈍角になるかを判定せよ。ただし,1辺を共有する2つの三角形の

なす角とは,共有する辺に直交する平面での2つの三角形の切り回のな

す角のことである。

[以 下 余 白]
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